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人の和と豊かな実りに
新たな希望が持てるまち　なかたね

  平成 30 年６月 29 日撮影

広 報

　熊野海水浴場（自然レクリエーション村）海開き
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まちの話題　　まちの話題　

七夕飾りに願いを込めて　野間幼稚園・中央保育所の子どもたち来庁
　

７
月
７
日
の
七
夕
の
日
を
前

に
、
野
間
幼
稚
園
と
中
央
保
育

所
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
６
月

26
日
と
７
月
４
日
に
、
願
い
事

を
書
い
た
七
夕
飾
り
が
届
け
ら

れ
、
教
育
委
員
会
庁
舎
と
役
場

庁
舎
の
玄
関
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

笹
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
た
短

冊
を
見
る
と
、「
幼
稚
園
の
先
生

に
な
り
た
い
」「
一
輪
車
に
乗
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
」「
か
け
っ

こ
で
一
番
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
」

「
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
れ
ま
す
よ

う
に
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
願
い

が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
心
の
こ
も
っ
た
す
て

き
な
七
夕
飾
り
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
願
い
事
が
届
く
こ

と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　野間幼稚園

　中央保育所
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憩いの場オープン　コアストリート　IN　中種子

待ちに待った海開き　熊野海水浴場（自然レクリエーション村）

　
　
　
　
　
　
　

７
月
２
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

旧
中
間
商
店
（
旭

　
　
　
　
　
　
　

町
通
り
）
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　

て
、
商
工
会
女
性

　
　
　
　
　
　
　

部
が
中
心
と
な

り
、
旭
町
通
り
会
や
商
工
会
の
応
援

も
得
な
が
ら
、
旭
町
商
店
街
の
休
憩

所
と
し
て
「
コ
ア
ス
ト
リ
ー
ト　

Ｉ

Ｎ　

中
種
子
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
寄
り

合
う
休
憩
所
。
中
種
子
町
の
特
産
品

の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
や
子
ど
も
図
書

コ
ー
ナ
ー
、
さ
ら
に
お
弁
当
の
持
ち

込
み
や
昼
食
の
出
前
も
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

代
表
の
村
尾
祥
子
さ
ん
は
、「
商

店
街
の
活
性
化
と
と
も
に
、
旅
行
客

へ
の
観
光
案
内
所
の
よ
う
な
場
所
へ

と
繋
げ
て
い
き
た
い
。
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。」
と
語
り
ま

し
た
。

※
開
店
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
商
工
会
（

㉗

０
２
２
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

梅
雨
半
ば
の
６
月
29
日
、
熊

野
海
水
浴
場
の
海
開
き
が
あ
り

ま
し
た
。

　

同
日
午
前
10
時
か
ら
行
わ
れ

た
安
全
祈
願
祭
に
は
、
熊
野
消

防
分
団
長
を
は
じ
め
、
行
政
関

係
者
や
海
水
浴
場
ス
タ
ッ
フ
、
中

央
保
育
所
の
職
員
と
子
ど
も
た

ち
が
出
席
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
（
９

月
２
日
ま
で
）
の
海
水
浴
場
と
自

然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
利
用

者
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
が
終
了
す
る
と
、

準
備
万
端
整
っ
て
待
ち
わ
び
て

い
た
中
央
保
育
所
の
子
ど
も
た

ち
が
早
速
、
海
へ
向
か
っ
て
猛

ダ
ッ
シ
ュ
。
保
育
所
の
職
員
や

海
水
浴
場
の
ス
タ
ッ
フ
が
見
守

る
中
、「
海
で
遊
ぶ
の
楽
し
い
！
」

「
大
き
い
波
が
来
た
！
」
と
大
は

し
ゃ
ぎ
し
な
が
ら
今
年
初
め
て

の
海
水
浴
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。　

※
熊
野
海
水
浴
場
お
よ
び
自
然

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
の
施
設

利
用
に
つ
い
て
は
、

㉗
８
７

８
５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。



広報なかたね 2018.8 月号　4

まちの話題　　まちの話題　

　

写
真
は
①

ス
イ
ジ
ガ
イ

（
右
）
②
イ
タ

リ
ア
製
の
バ

ケ
ツ
（
左
上
）

③
縄
文
時
代

の
地
層
か
ら

出
て
き
た
鉄
の
塊
？
（
下
段
中
）
④

1
０
０
０
万
年
前
の
化
石（
下
段
左
）

⑤
ハ
マ
グ
リ
（
丸
容
器
）
こ
れ
ら
は

町
内
で
拾
っ
て
き
た
モ
ノ
で
す
。

　

５
月
下
旬
の
週
末
に
地
層
の
先
生

が
来
島
さ
れ
る
と
聞
き
調
査
に
同
行

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
調
査
場

所
は
崖
で
、
知
ら
な
い
道
を
グ
ン
グ

ン
と
進
ん
だ
先
で
す
。「
え
っ
！
こ

こ
？
」
と
崖
の
表
面
を
削
っ
て
み
る

と
色
や
厚
み
が
違
う
様
々
な
地
層
が

姿
を
現
し
ま
す
。
そ
ん
な
中
「
ア
カ

ホ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
る
一
際
目
立
つ
地

層
が
あ
り
ま
す
。
色
は
コ
コ
ナ
ッ
ツ

カ
レ
ー
の
よ
う
な
黄
色
で
７
３
０
０

年
前
に
大
噴
火
し
た
時
の
火
山
灰
だ

そ
う
で
す
。
時
代
を
特
定
す
る
の
に

適
し
た
層
で
縄
文
土
器
は
そ
の
下
か

ら
出
土
し
ま
す
。

　

調
査
開
始
か
ら
２
分
。「
こ
れ
が

縄
文
土
器
。」
と
先
生
は
早
く
も
２

つ
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
す
。
タ
ケ
ン
コ
や

ア
ナ
ゴ
を
簡
単
に
見
つ
け
ら
れ
な

い
私
か
ら
す
る
と
「
そ
ん
な
に
早

く
！
？
」
と
有
り
難
さ
を
感
じ
ら
れ

な
い
ま
ま
手
の
ひ
ら
の
土
器
と
対
峙

し
ま
す
。
さ
り
と
て
縄
文
土
器
。
７

３
０
０
年
前
の
ヒ
ト
が
作
っ
た
器
を

感
じ
よ
う
と
何
度
も
さ
す
っ
て
み
る

と
、
か
す
か
な
凹
凸
や
曲
線
を
感
じ

る
事
が
で
き
、
種
子
島
の
大
先
輩
と

杯
を
交
わ
せ
た
気
が
し
ま
し
た
。
そ

の
他
に
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
足
跡
を
見
つ

け
た
り
、
ハ
マ
グ
リ
を
取
っ
た
り
、

「
天
ぷ
ら
に
で
き
る
か
な
？
」
と
ハ

マ
ゼ
リ
を
物
色
し
た
り
と
大
満
足
の

午
前
中
で
し
た
。

　

そ
し
て
満
腹
の
午
後
は
東
海
岸

へ
。
馬
立
の
岩
屋
で
は
「
す
ご
い
や

ろ
～
」
と
し
か
言
え
な
か
っ
た
地
層

の
成
り
立
ち
を
教
え
て
い
た
だ
き
謎

が
解
け
、
化
石
が
剥
き
出
し
に
な
っ

て
い
る
海
岸
で
は
１
０
０
０
万
年
前

の
化
石
に
も
触
れ
ま
し
た
。
と
て
つ

も
な
い
時
間
の
経
過
と
自
然
の
力
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら

砂
浜
を
歩
い
て
い
る
と
、
美
し
い
ス

イ
ジ
ガ
イ
と
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
漂
着

物
を
見
つ
け
、
頭
の
中
の
タ
イ
ム
マ

シ
ー
ン
か
ら
帰
還
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
あ
ら
た
め
て
種
子
島

の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
ま
し
た

し
、
都
会
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
で
あ

ろ
う
壮
大
な
時
間
を
旅
し
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
田
）

地域おこし協力隊通信（№ 22）　種子島をタイムマシーンで旅した一日

平均落札額 72万円　種子島子牛せり市
　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
６

月
７
・
８
日
に
種
子
島
家
畜
市

場
で
あ
り
、
平
均
落
札
額
は
72

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
高
価
格
は
、
め
す
牛
が
１

０
７
万
円
、
去
勢
が
１
１
７
万

円
と
な
り
、
市
場
は
畜
産
関
係

者
の
熱
気
で
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。性別 頭数 販売額 今回平均 前年同期対比

中種子

めす牛 105 68,724,000 654,514 -32,060

去　勢 132 102,392,000 775,697 -2,817

計 237 171,116,000 722,008 -15,366

市場
全体

めす牛 273 180,323,000 660,524 -13,223

去　勢 390 298,641,000 765,746 -12,986

計 663 478,964,000 722,419 -14,474
※単位：円（税抜き価格、速報値）



まちの話題　

5　広報なかたね 2018.8 月号

　まちの話題　

　

6
月
19
日
に
種
子
島
空
港
に

お
い
て
警
察
や
消
防
、
各
関
係

機
関
の
職
員
に
よ
る
不
法
侵
入

対
処
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

搭
乗
待
合
所
に
刃
物
を
持
っ

た
者
が
不
法
に
侵
入
し
た
と
想

定
し
、
お
客
様
を
安
全
な
場
所

へ
避
難
さ
せ
、
警
察
が
駆
け
つ

け
る
ま
で
の
間
に
対
処
す
る
一

連
の
任
務
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　

訓
練
後
の
講
評
で
警
察
署
地

域
課
長
が
「
そ
れ
ぞ
れ
が
確
実

に
任
務
を
こ
な
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
。
有
意
義
な
訓
練
に
な
っ

た
と
思
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

不法侵入対処訓練
種子島空港

　紙芝居「種子島の民話」

　

６
月
19
日
に
、
姫
野
ナ
ル
さ
ん

（
伏
之
前
出
身
）
が
町
長
へ
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　

姫
野
さ
ん
は
、
今
年
３
月
に
行

わ
れ
た
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大

会
で
相
生
学
院
高
校
（
兵
庫
県
）

の
主
将
（
当
時
２
年
生
）
と
し
て

団
体
戦
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。

　

高
校
卒
業
後
の
夢
に
つ
い
て
、

「
プ
ロ
転
向
を
し
、
活
躍
す
る
こ

と
。
そ
し
て
引
退
後
は
、種
子
島
、

中
種
子
町
の
テ
ニ
ス
の
発
展
の
た

め
、
恩
返
し
の
た
め
に
力
を
注
ぎ

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

表敬訪問
全国選抜高校テニス大会団体優勝

父の日に牛
ち

乳
ち

を贈ろう
酪農団体が牛乳消費拡大でＰＲ

道徳教育の充実を図るために
熊毛地区道徳教育研修会

　

６
月
20
日
、
星
原
小
学
校
に
お

い
て
、
熊
毛
地
区
の
各
小
・
中
学

校
の
先
生
方
約
60
人
が
集
ま
り
、

熊
毛
地
区
道
徳
教
育
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
授
業
は
、
４
学
級
で
行
わ

れ
、
星
原
小
学
校
な
ら
で
は
の
授

業
方
法
で
、
児
童
の
意
見
や
発
表

す
る
時
間
を
多
く
確
保
し
、
少
人

数
な
が
ら
も
活
発
に
児
童
の
考
え

や
思
い
を
述
べ
る
こ
と
が
出
来
る

環
境
作
り
が
さ
れ
て
お
り
、
出
席

し
た
先
生
方
は
、
メ
モ
を
と
り
な

が
ら
感
心
し
た
よ
う
に
頷
い
て
い

ま
し
た
。

　

種
子
島
酪
農
女
性
部
が
、
6

月
15
日
に
「
父
の
日
に
牛ち

乳ち

を

贈
ろ
う
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
町

長
室
を
訪
問
し
、
町
長
へ
牛
乳

を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
牛
乳
の
イ
メ
ー
ジ

向
上
と
消
費
拡
大
の
ア
ピ
ー
ル

の
一
環
と
し
て
父
の
日
（
6
月

19
日
）
を
前
に
、
父
と
乳
の
語

呂
合
わ
せ
で
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
牛
乳
の
消
費
拡
大
を

期
待
し
、
関
係
者
み
ん
な
で
乾

杯
を
し
ま
し
た
。
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昔のおもちゃでふれあい作り
星原村作り実行委員会

　

６
月
17
日
に
年
長
児
か
ら
中

学
生
ま
で
を
対
象
に
、「
紙
鉄
砲
」

「
缶
ゲ
タ
」
作
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
児
童
や
生
徒
、
保
護
者
な

ど
約
50
人
が
参
加
し
た
こ
の
催

し
は
、
子
世
代
を
星
原
に
呼
び

込
み
活
性
化
に
繋
げ
て
行
く
こ

と
を
目
的
に
毎
年
２
回
程
度
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
の
鮫
島
達
さ
ん
は
、

「
今
回
の
お
も
ち
ゃ
作
り
で
、
親

と
子
が
向
き
合
う
時
間
を
増
や

す
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
て
欲

し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

社会を明るくする運動
種子島保護司会

　

種
子
島
保
護
司
会
が
、
７
月

３
日
に
町
長
を
表
敬
訪
問
し
、

第
68
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡

し
、
支
援
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

各課からのお知らせ　

鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式参列遺族の募集について
◎お問い合わせ先　県庁社会福祉課099-286-2840/ 役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 281

■日時　11 月 13 日（火）
※前日からの団体行動になります。
■場所　鹿児島霊園
　　　　（沖縄県糸満市平和祈念公園内）

■対象者　沖縄および沖縄近海での戦闘で戦没し
　　　　　た方の配偶者および三親等内の御遺族
■申込期間　8 月 1 日（水）～ 8 月 31 日（金）
■申込先　中種子町役場福祉環境課福祉係

　ねんきん特別便など、年金に関する相談を受け
付けます。年金手帳や年
金証書、厚生年金の経歴
に関する資料などをご持
参の上、お気軽にご相談
ください。

■日時　８月８日（水）　
　　　　午前９時～午後１時
■場所　中種子町中央公民館小会議室

年金相談所の開設
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 217



まちの話題　

7　広報なかたね 2018.8 月号

　各課からのお知らせ

各課からのお知らせ　

平成 30 年度介護保険料のお知らせ
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課介護保険係㉗ 1111 内線 215

　8 月初旬に、介護保険対象者（65 歳以上の方）へ平成 30 年度介護保険料をお知らせします。
　介護保険制度は、介護が必要になったときに、費用の一部を負担することで、さまざまなサービスを
利用できる制度です。介護保険料は、介護保険制度を支える大切な財源です。いま介護保険を利用して
いなくても、必要になったとき安心して利用できるよう、保険料は忘れずに納めましょう。

■ 65 歳以上の人の保険料
所得段階 対象者 年間保険料

第 1 段階

生活保護を受けている人

32,400 円世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受
けている人または、前年の合計所得金額＋課税
年金収入額が 80 万円以下の人

第 2 段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金
額＋課税年金収入額が 80 万円を超え 120 万円
以下の人

54,000 円

第 3 段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金
額＋課税年金収入額が 120 万円を超える人 54,000 円

第 4 段階
本人は住民税非課税で、世帯の誰かに住民税が
課税されていて，前年の合計所得金額＋課税年
金収入額が 80 万円以下の人

64,800 円

第 5 段階 本人は住民税非課税で、世帯の誰かに住民税が
課税されている人（第４段階以外の人） 72,000 円

第 6 段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
120 万円未満の人 86,400 円

第 7 段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
120 万円以上 200 万円未満の人 93,600 円

第 8 段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
200 万円以上 300 万円未満の人 108,000 円

第 9 段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
300 万円以上の人 122,400 円

■ 40 ～ 64 歳の人の保険料
　加入している医療保険の算定方法により決められ、医療保険
の保険料と一括して納めます。
●国民健康保険に加入している人
　保険料：国民健康保険税の算定方法と同様に、世帯ごとに決
　　　　　められます。
　納め方：医療保険分と介護保険分をあわせて、国民健康保険
　　　　　税として、世帯主が送付されてくる納付書または口
　　　　　座振替で金融機関から納めます。
●職場の医療保険に加入している人
　保険料：医療保険ごとに設定されている介護保険料率と、給
　　　　　与および賞与に応じて決められます。
　納め方：医療保険料と介護保険料をあわせて、給与および賞
　　　　　与から徴収されます。

■納め方
●年金の年額が 18 万円以上の人
　特別徴収
　　年金の定期払い（年 6 回）の際に、
　保険料があらかじめ差し引かれます。
　　特別徴収の対象となるのは、老齢
　（退職）年金、障害年金、遺族年金
　です。
●年金の年額が 18 万円未満の人
　普通徴収
　　送付されてくる納付書または口座
　振替で金融機関から納めます。
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献血が貴い命を救います
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

　わずか 40 分で助かる
命があります。「献血」
から生まれる愛の贈りも
のが貴い命を救います。
　血液は栄養や酸素の運
搬、免疫など人間の生命
を維持するために欠くことのできない機能を多く
含んでいます。現在、血液の機能を完全に代替で
きる手段は存在しません。また、長期間保存する
こともできないため、医療において輸血は欠かす
ことができない治療法となっています。そのため、

輸血に必要な血液をいつでも十分に確保しておく
ためには、絶えず誰かの血液が必要となります。
　本町においても、下記日程で献血を実施します
ので、町民の皆様のご協力をお願いいたします。
■日時
　８月 20 日（月）
　　午前８時 30 分～午前 11 時 45 分
　　午後１時～午後４時 30 分
　８月 22 日（水）
　　午後１時 30 分～午後４時 30 分
■場所　中種子町中央公民館

　鹿児島県では、肺がんによる死亡ががんによる
死因の第１位を占めており、年々増加傾向にあり
ます。肺がんの早期発見・早期治療のため標記事
業を下記のとおり実施します。
■実施期間　平成 30 年６月１日～
　　　　　　　　　　　　平成 31 年３月 31 日
■対象者　県内に居住する 50 歳以上（受診時点）
　　　　　の県民
※肺がん治療中または肺がん疑いにて経過観察
中、肺がん術後５年以内および肺がん術後経過観
察中の方は対象となりません。

■内容　低線量ＣＴ ( ※ ) による肺がん検診
※従来のレントゲン検診よりがん発見率が高く、
通常のＣＴ検診より被爆量が少ない検診です。
■費用　自己負担額 5,250 円
■検診機関　種子島医療センター
※島外の医療機関については、保健センターにお
問い合わせください。
■その他　受診希望者は直接医療機関にご予約の
　　　　　上、受診してください。

「低線量ＣＴ肺ガン検診」の検診費用の一部を県が助成します
◎お問い合わせ先　鹿児島県くらし保健福祉部健康増進課がん対策・歯科保健係099-286-2721
　　　　　　　　　中種子町保健センター㉗ 1133

　鹿児島県中央児童相談所より、医師（精神科）、
児童福祉司、児童心理司などが来島し、養護相談、
保健相談、育成相談、障害相談、非行相談、その
他の相談などの相談内容に応じ、必要な助言・指
導および医学的、心理学的判定などを行います。
■申込締切　８月 27 日（月）
※相談はすべて予約制となっています。
■対象　18 歳未満の児童

実施日 時間 場所
９月 26 日
　　　（水）

午後１時 30 分～
　　　　午後５時

中種子町
中央公民館

９月 27 日
　　　（木）

午前９時～
　　　　午後５時

西之表市
老人福祉センター

９月 28 日
　　　（金）

午前９時～
　　　　　　正午

西之表市
老人福祉センター

平成 30 年度中央児童相談所巡回相談実施のお知らせ
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 200
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募集種目 受験資格 受付期間 試験日程 試験科目

航 空 学 生

高卒（見込含
む）
海：18 歳以上 23
歳未満の方
空：18 歳以上 21
歳未満の方

7 月 1 日～
9 月 7 日

1 次試験
9 月 17 日
2 次試験
10 月 15 日～ 21 日（指定日）
3 次試験
11 月 22 日～ 12 月 19 日（指定日）

1 次試験
●筆記試験
　必須：国語・数学・英語
　選択：理科系または社会系から 1 科目
●飛行適性検査

一般曹候補生 18 歳以上
27 歳未満の方

7 月 1 日～
9 月 7 日

1 次試験
9 月 21 日～ 23 日
2 次試験
10 月 12 日～ 17 日（指定日）

1 次試験
●筆記試験：国語・数学・英語・作文
●適性検査

自衛官候補生 18 歳以上
27 歳未満の方

7 月 1 日～
9 月 7 日 9 月 21 日～ 23 日（指定日）

●筆記試験：国語・数学・社会・作文
●身体検査
●口述試験
●適正検査

自衛官募集ホームページ：http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

自衛官を募集します
◎お問い合わせ先　自衛隊種子島駐在員事務所㉓ 0299/ 役場総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222

県下一斉国保税滞納整理強化月間について
◎お問い合わせ先　役場税務課町民税係㉗ 1111 内線 203･230

　国保税は国保制度を支える貴重な財源です。県
内すべての市町村で、今年度から、８月と 12 月
を「県下一斉国保税滞納整理強化月間」
と定め、納税意識を高める
取り組みや納税相談などを
実施します。

■本町の取組
①特別な事情を含めた納税相談の実施
②滞納整理を視野に入れた財産調査の実施
③臨戸訪問による納付催告および実態調査
※災害、失業、病気などのやむを得ない事情で国
保税を納期限までに納めることができない場合
は、お早めに税務課へご相談ください。
　納期内納付への、ご理解・ご協力をお願いしま
す。

税・保険料などの納期限について
◎お問い合わせ先　役場税務課管理収納係㉗ 1111 内線 236/ 福祉環境課介護保険係㉗ 1111 内
　　　　　　　　　線 293/ 役場町民保健課高齢者医療係㉗ 1111 内線 289

　８月は下表の税・保険料などの納期限となって

います。
　納期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も

発生する場合がありますので、期限内の納入をお
願いします。すでに納期限を過ぎた分についても、
お早めの納付をお願いします。

期別 納期限

町県民税 2 期 ８月 31 日（金）

介護保険料 3 期 ８月 31 日（金）

後期高齢者医療保険料 3 期 ８月 31 日（金）
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■農地利用状況調査および荒廃農地調査の実施に
ついて
　農業委員会では、遊休農地の実態把握・解消お
よび違反転用防止のため、７月から８月にかけて
町内全域の農地を対象に『農地利用状況調査』お
よび『荒廃農地調査』を実施します。
　地区担当農業委員・推進委員が、皆さまの農地
へ立ち入ること、またお話を伺うこともあると思
いますのでご協力をお願いします。
■農地利用意向調査についてのお願い  　　　　                                          
　上記の農地利用状況調査などの結果に基づき、
遊休農地の所有者などに対して、『農地利用意向

調査』を実施します。
　農業委員・推進委員が 10 月から訪問調査を予
定していますのでご協力をお願いします。
■農地の管理についてのお願い
　農地が耕作されずに遊休化すると、雑草などが
生い茂り、病害虫や鳥獣
被害の発生要因となり隣
接農地に迷惑をかけるこ
ととなります。
　農地が遊休化しないよ
うに所有者は、適正な管
理をお願いします。

遊休農地の解消に向けて
◎お問い合わせ先　農業委員会㉗ 1111 内線 227

■よいらーいき祭りの舞台用横断幕が新しくなり
ました

　この横断幕の構想は、人々が楽しく集い、にぎ
やかに語らう様子。
　中央の「なかたね」の中に４人のユニークな表
情を入れて「語らい」をイメージし、そのまわり
の「よいらーいきまつり」はすべて人物の動作で
できています。
　「ら」の「`」に種、「なかたね」の両脇は花（ふ
ようの花）とベニーちゃん。
作：野添　浩一（納官小学校校長、彫刻家、日展
　準会員）

※祭り中は、遊戯・撮影などを目的とした飛行ラ
ジコンなどの使用を禁止します。事故防止にご協
力をお願いします。

第 50 回中種子町よいらーいき祭りを開催します
◎お問い合わせ先　よいらーいき祭り実行委員会事務局（役場企画課商工観光係）㉗ 1111 内線 231

8 月 ４ 日（ 土 ） 開 催 　※内容は進行状況や天候により多少変更する場合があります。

時　間 内　容 会　場

昼の部

13:00 ～ 13:30 神事 役場前駐車場

13:30 ～ 14:40 ストリートライブ（よさこい、その他） 役場前

14:40 ～ 15:00 フレッシュ種子島紹介 役場前駐車場

15:00 ～ 16:30 パレード、みこし、道中踊りなど 役場～旭町商店街

夜の部 17:50 ～ 21:00 ステージショー、花火など 太陽の里多目的広場
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第 10 回ふるさとの風景画作品展
◎お問い合わせ先　種子島こりーな㉗ 3711

　ふるさとの自然に親しみながら、自然の美しさ・
豊かさを感じるとともに絵画に親しむことを目的
として、「種子島の風景」をテーマにした絵画展
を開催します。
　小学校・中学校・高等学校の児童生徒および一
般の皆さんの描いた、種子島の自然や町並み・野
山・海などの風景や、そこで活躍している人々の
様子などを題材にした作品をお待ちしておりま
す。
■募集作品
●テーマ　ふるさとの風景
●作品の種類・大きさ　
　小・中学生は水彩画（Ｂ４版）
　高校・一般は油彩画他（サイズ自由）

■題材
　種子島の自然や風景・学校・町の様子などをテー
マにしたもの
■応募締切　９月 18 日（火）
※提出する作品の裏に住所（学校・学年）・氏名・
作品名を記入
■提出先　種子島こりーな
■展示期間　10 月 23 日（火）～ 30 日（火）
　　　　　　午前９時～午後５時
※入賞作品のみ
■展示場所　種子島こりーな　ホワイエ

離島甲子園が種子島で２回目の開催
◎お問い合わせ先　第 11 回全国離島交流中学生野球大会実行委員会（役場企画課企画調整係）
　　　　　　　　　㉗ 1111 内線 286

　　　　　　　　　　　　全国の離島球児の夢舞
　　　　　　　　　　　台「離島甲子園」（全国
　　　　　　　　　　　離島交流中学生野球大　
　　　　　　　　　　　会）が、８月７日から、
　　　　　　　　　　　種子島で開催されます。
　　　　　　　　　　　種子島での開催は 2010
　　　　　　　　　　　年以来の２回目の開催　
　　　　　　　　　　　（17 チーム参加）となり
　　　　　　　　　　　ますが、第 11 回目とな
　　　　　　　　　　　る今年の大会は、北海道
から沖縄まで 23 チームの中学生が集い、島内５
球場で３日間熱戦が繰り広げられます。
　決勝は種子島宇宙センター内野球場（Space 
Field　宇宙に一番近い野球場）で行われ、速球
投手として知られた村田兆治さん（大会名誉会長）
や元プロ野球選手らによる野球教室も行われるこ
とになっています。
　また、中種子中学校野球部も本大会に出場する
ことになっていますので、町民の皆さんのご声援
をよろしくお願いします。

■大会日程
●８月７日（火）
開会セレモニー（西之表市民体育館）
キャッチボールクラシック（西之表市営グラウン
ド）
●８月８日（水）
開会式（中種子町営野球場）
大会１回戦・大会２回戦

（南種子町健康公園野球場・南種子中学校野球場・
中種子町営野球場・西之表市営球場）
●８月９日（木）準々決勝・準決勝（南種子町健
康公園野球場・南種子中学校野球場）
交流試合（中種子町営野球場・西之表市営球場）
●８月 10 日（金）
決勝戦

（種子島宇宙センター）　まさかりドリームス野球
教室（種子島宇宙センター）
■大会ホームページ
　http://www.rito-koshien.net/
※対戦表は、大会ホームページでご確認ください。
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ブロック塀などの安全対策について
◎お問い合わせ先　熊毛支庁建設部建設課建築係㉒ 1867/ 役場建設課建築係㉗ 1111 内線 274

　平成 30 年６月 18 日に発生した大阪府北部を
震源とする地震（震度６弱）により、ブロック塀
や組積造の塀が倒壊し、死傷者が出るなど大きな
被害が発生しました。
　倒壊したブロック塀などは､ 通行人に危害を及
ぼすだけでなく、道路をふさぎ、被災者の避難や
救助活動を妨げます。建築基準法の規定を満たす
ブロック塀などは、大きな地震にも耐えることが
できますが、厳しい自然環境のもとで年数ととも

に老朽化し、ブロックのひび割れや欠け、鉄筋の
さび、塀の傾きなどが発生します。
　ブロック塀などの維持管理は、所有者・管理者
の責任であり、「ブロック塀の点検のチェックポ
イント」を用いて点検・診断し、危険性が確認さ
れた場合には、建築士や専門業者に相談するとと
もに、付近通行者への速やかな注意表示および補
修・撤去などの対応をお願いします。

　国土交通省ホームページより一部転用

■日時　８月１日（水）～ 10 月 31 日（水）
　　　　午前９時 00 分～午後４時 30 分
■場所　資料館２階　第３展示室内
■入場料　企画展開催中は全員無料
■内容　遺跡から発見された土器や石器などの展
　　　　示のほか土器パズルコーナー、観察コー 
　　　　ナー

発掘調査速報展～野中田遺跡～
◎お問い合わせ先　教育委員会社会教育課文化係㉗ 1111 内線 208

　生涯学習だより　
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　スポーツ大会の結果　

サンクトペテルブルグ
                                       国立舞台サーカス
　こども心もおとな心もくすぐる
　ハラショーエンターテイメント !!
■日時　８月９日（木）
　　　　昼公演　13 時 30 分開場　14 時開演
　　　　夜公演　18 時 30 分開場　19 時開演
■入場料　一般 3,000 円、高校生以下 1,500 円
　　　　　【全席指定】
※ただし、３歳以下の膝上鑑賞は無料。席が必要
な場合は有料。

種子島こりーなシネマクラブ映画上映会
アニメ映画「忍たま乱太郎」
■日時　8 月 22 日（水）　
　　　　13 時 30 分開場、14 時上映開始
※鑑賞を希望する方は、シネマクラブ会員証が必
要です。
　年間会員会費　
　　一般　5,000 円、高校生以下　3,000 円
　１回のみの会員会費　
　　一般　1,000 円、高校生以下　700 円
※年間６回以上の映画上映を予定しています。

詳しくは中種子町ホームページをご覧下さい。
http://town.nakatane.kagoshima.jp

種子島こりーな自主文化事業
◎お問い合わせ先　役場社会教育課文化係（種子島こりーな）㉗ 3711
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熊毛地域特産品コンクールの出品商品を募集
しています
　熊毛支庁および熊毛地域の１市３町・特産
品協会・商工会・農林水産関係団体・観光協
会で構成する「熊毛地域特産品コンクール実
行委員会」では、熊毛地域の豊かな資源を活
用した、明治維新 150 周年関連など、新しい
特産品の開発などを促進するため、熊毛地域
特産品コンクールの出品商品を募集していま
す。
　多くの皆様の出品をお待ちしております。
■応募期間
　６月 21 日（木）～９月 25 日（火）
■審査日
　10 月 30 日（火）
■応募区分
　「食品部門」・「工芸品部門」
■応募方法
　所定の応募票により郵送または持参
　（FAX、メールも可）
■申し込み先
〒 891-3192　西之表市西之表 7590　
鹿児島県熊毛支庁総務企画課内

「熊毛地域特産品コンクール実行委員会」事務局
FAX：0997-23-1161
E-mail：kumage-sochi@pref.kagoshima.lg.jp
■表彰など
　入賞商品数は、各部門ごとに最優秀賞１点、
優秀賞２点、奨励賞３点とします。
※出品数の状況によっては、表彰商品数を調
整させていただく場合があります。
■入賞商品のＰＲ
　入賞商品パンフレット作成・配布、県ホー
ムページヘの掲載および最優秀賞と優秀賞の
受賞者には、予算の範囲内で県外特産品フェ
アなどへの出展経費の一部助成を行います。
■その他
　コンクールの募集要領、応募票は熊毛支庁
のホームページからダウンロードできるほか、
熊毛支庁、各市町、各商工会などでも入手で
きます。

■熊毛支庁ホームページ
https://www.pref.kagoshima.jp/ap01/chiiki/
kumage/index.html
平成 27 年度

【工芸品部門】
最優秀賞

「ウミガメ楊子入れ」

平成 27 年度
【食品部門】
最優秀賞

「南種子ギモーヴ」
◎お問い合わせ先
熊毛地域特産品コンクール実行委員会
0997-22-0498

人権に関するポスターコンクール
■応募期間
　８月１日（水）～９月 30 日（日）
※当日消印のものまで有効とします。
■応募内容
　差別のない明るい社会の実現を図るため、
日常の身近な題材により、基本的人権の尊重・
擁護などを訴えるもの。
■応募資格
　県内の小学校・中学校・高等学校・特別支
援学校の児童・生徒および一般（学生を含む。）
①画用紙の規格は、「４つ切り・縦書き」を基
本とします。
②小学校と特別支援学校については、「８つ切
り・縦書き」も審査対象とします。
③横書きは審査対象としません。
④材料は、クレヨン・水彩・ポスターカラー
などを使用してください。
⑤絵の中に文字を入れる場合は、人権尊重・
擁護の趣旨に沿った内容とします。
⑥作品の裏面に、規定のとおり氏名などを必
ず記入の上、貼り付けてください。
■送付先（お問い合わせ先）
〒 890-8577　鹿児島市鴨池新町 10 番１号
鹿児島県県民生活局人権同和対策課
099-286-2574
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　くらしの情報　information

あなたの戸籍をつくるために
　近年、日本人でありながら戸籍のない人（以
下「無戸籍者」といいます。）がいることが社
会問題として取り上げられ、無戸籍者は１万
人いるとの報道もされました。無戸籍者となっ
た事情は様々です。例えば、子を出産した母
親が、子の血縁上の父が別にいることを理由
に、民法の「離婚後 300 日以内に生まれた子は、
元夫の子として戸籍に記載される」という決
まりに従い、元夫の子として出生届を提出す
るのをためらい、子が無戸籍者となっている
などの事情が考えられます。この場合、生ま
れた子を血縁上の父の戸籍に記載するために
は、家庭裁判所での手続が必要です。
　鹿児島地方法務局では、無戸籍者またはそ
の関係者から、無戸籍となった事情をうかがっ
た上で、どのような手続によって戸籍をつく
ることができるか一緒に考え、無戸籍状態の
解消に向けた相談支援を行っています。相談
は無料です。無戸籍でお悩みの方または無戸
籍者を知っている方は、まず御相談ください。
◎お問い合わせ先
鹿児島地方法務局戸籍課
099-259-0668

知っていますか？建退共制度
　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基
づき建設現場労働者の福祉の増進と建設業を
営む中小企業の振興を目的として設立された
退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働
いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済
手帳に貼り、その労働者が建設業界で働くこ
とをやめたときに建退共から退職金を支払う
という、いわば業界全体での退職金制度です。
■加入できる事業主　建設業を営む方
■対象となる労働者　建設業の現場で働く人
■掛金　日額 310 円
　ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、
建退共制度の知りたい情報が記載されていま
す。ぜひ、アクセスしてご覧ください。

※詳しいことは、最寄りの建退共支部まで。
◎お問い合わせ先
独立行政法人　勤労者退職金共済機構
鹿児島支部　099-257-9216

平成 30 年度入国警備官募集について
　入国警備官は、法律に違反する外国人に対
して厳正に対処し、日本の安全と国民生活を
守るため日夜活躍しています。
■受付期間　インターネット
　７月 17 日（火）午前９時～７月 26 日（木）
　下記に掲げるインターネット申込専用アド
レスにアクセスの上、申込みを行ってくださ
い。http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
■第１次試験日
　９月 23 日（日）全国９都市
■受験資格
●警備官
①平成 30 年４月１日において高等学校また
は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算
して５年を経過していない者および平成 31
年３月までに高等学校または中等教育学校を
卒業する見込みの者
②人事院が①に掲げる者に準ずると認める者
●警備官（社会人）
　昭和 53 年４月２日以降に生まれた者（上
記①に規定する期間が経過した者および人事
院が当該者に準ずると認める者に限る）

障害者雇用体験事業のご案内
　この事業は、障害者の雇用経験のない事業
所において、短期の雇用体験（最長２週間）
を実施することで、お互いの不安・問題点を
解消し、障害者の雇用の機会を拡大しようと
するものです。
　障害者就業・生活支援センターが、事業主
に奨励金を、障害者には手当をお支払いしま
す。
◎お問い合わせ先
障害者就業・生活支援センター
0997-27-0211
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警察官Ｂ（高等学校卒業程度）採用試験につ
いて
■採用区分　
　警察官Ｂ（男性・女性・武道）
■受験資格
①年齢　
　昭和 62 年４月２日～平成 13 年４月１日ま
での間に生まれた者
②学歴　
　高等学校卒業程度（４年制以上の大学を卒
業または平成 31 年３月末までに卒業見込み
の者は、対象外。）
※警察官Ｂ（武道）は、武道または剣道の段
位が２段以上で、受験資格を満たす男性に限
る。ただし、柔道に限り、平成 31 年３月末
までに高等学校卒業見込みの者は、初段以上
で可。
■第１次試験
①試験日　
　９月 16 日（日）
②試験内容　
　教養試験、作文試験、身体一般検査、実技
試験（武道のみ）
③試験地　
　鹿児島市、鹿屋市、奄美市
※武道は鹿児島市のみ
■採用試験および受験申込書の配布期間およ
び配布場所
①配布期間　
　７月２日（月）～８月 17 日（金）までの間
②配布場所　
　鹿児島県警察本部、各警察署など
■受付期間
①インターネット　
　８月１日（水）～８月 15 日（水）までの間
②持参・郵送　
　８月１日（水）～８月 17 日（金）までの間
■申込先およびお問い合わせ先
鹿児島県警察本部警務課採用係
〒 890-8566　鹿児島市鴨池新町 10 番 1 号
099-206-2220

８月は人権同和問題啓発強調月間です
　私たちの社会には、同和問題をはじめ、女性、
子ども、高齢者などへの差別、インターネッ
ト上での悪質な書き込みなど様々な人権問題
が、依然として存在しています。
　さらに、最近では、ＬＧＢＴなどの性的少
数者への偏見や差別も顕在化してきています。
　これらの人権問題を解決するためには、県

（市・町・村）民一人ひとりがお互いの人権を
尊重し、偏見や差別のない社会の実現に向け
て意識を高めていくことが大切です。
　この機会に、皆さんも身近なことから人権
について考えてみましょう。
◎お問い合わせ先
鹿児島県庁人権同和対策課
099-286-2574

戦没者遺児による慰霊友好親善事業の参加者
募集について
　日本遺族会は「戦没者遺児による慰霊友好
親善事業」の参加者を募集しています。
　同事業は、厚生労働省から補助を受け実施
しており、先の大戦で父などを亡くした戦没
者の遺児を対象として、父などの戦没した旧
地域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、同地
域の住民と友好親善をはかることを目的とし
ている。費用は、参加費として 10 万円。平
成 29 年度参加者を除き、複数回の応募をす
ることができます。付添希望者は要相談で、
お申込は、お住まいの各都道府県遺族会へお
申込ください。
■実施地域
①旧満州②旧ソ連③ビスマーク諸島④東部
ニューギニア⑤西部ニューギニア⑥北ボルネ
オ・マレー半島⑦マリアナ諸島⑧トラック・
パラオ諸島⑨フィリピン（１次）⑩ソロモン
諸島⑪ミャンマー・タイ⑫台湾・バシー海峡
⑬マーシャル・ギルバート諸島⑭フィリピン

（２次）⑮中国
◎お問い合わせ先
日本遺族会事務局　03-3261-5521
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横　

町　

鈴　

不
器
良

水
無
月
の
な
が
き
一
日
を
雨
に
ぬ
れ
蝸
牛
は
薔
薇
の

幹
を
上
り
ぬ　
　
　
　
　
　

原　

尾　

都　

樹
実
生

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

資
料
館
だ
よ
り
（
４
７
1
）

姿
見
や
若
葉
と
紬
と
そ
よ

風
と

　
　
　
　

満
足
山
　
一
穂

手
を
止
め
る
鬼
百
合
の
赤

草
払
ひ

　

伏
之
前
　
岩
崎
カ
ネ
子

屋
根
ま
で
も
子
等
の
挿
し

木
の
仏
桑
花

　
　

　
　
　
古
房
　
秀
人

木
漏
れ
日
よ
風
に
ゆ
ら
め

く
ハ
ン
モ
ッ
ク

　

　
古
房
　
八
木
多
美
子

老
夫
婦
無
言
の
語
ら
い
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン

　

　
　
　
　
油
久
　
緑
村

あ
ぢ
さ
ゐ
の
つ
ぼ
に
挿
し

た
る
待
合
室

　
　
横
町
　
山
小
田
雅
子

二
の
腕
の
た
わ
み
気
に
し

て
衣
更

　
　
　
　
　

上
方
　
昇
竜

失
声
の
友
の
笑
顔
や
夏
料

理
　
　

　
　
　
上
方
　
篤
子

父
の
日
や
レ
ジ
の
似
顔
絵

子
も
笑
い

　
　
　
　
　
田
島
　
一
郎

あ
じ
さ
い
の
雫
こ
ぼ
れ
て

ひ
ん
や
り
と

　
　
伏
之
前
　
山
元
悦
子

俳
句
会

　
　
　
『
黄
水
仙
』
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特定疾患療養管理料　公立種子島病院医療事務　中峰　葉月　公立種子島病院(㉖ 1230

　

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
と

は
、
特
定
疾
患
を
主
病
に
持

つ
外
来
の
患
者
様
に
対
し
て

療
養
上
必
要
な
管
理
を
行
っ

た
場
合
に
月
２
回
を
限
度
に

算
定
出
来
る
も
の
を
い
い
ま

す
。

　

高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
心

不
全
や
気
管
支
喘
息
な
ど
が

特
定
疾
患
に
該
当
し
ま
す
。

病
床
数
で
点
数
は
異
な
り
ま

す
が
、
当
院
は
１
４
７
点
で

す
。

　

初
診
料
算
定
後
ま
た
は
当

院
退
院
後
１
ヶ
月
以
内
は
算

定
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特

定
疾
患
を
主
病
に
持
つ
患
者

様
に
薬
の
処
方
が
あ
っ
た

時
、
診
療
所
や
病
床
数
が

２
０
０
床
未
満
の
病
院
で
の

み
特
定
疾
患
処
方
管
理
加
算

２
（
66
点
）
も
し
く
は
特
定

疾
患
処
方
管
理
加
算
１
（
18

点
）
を
算
定
し
ま
す
。

　

特
定
疾
患
処
方
管
理
加
算

２
は
主
病
の
薬
が
28
日
以
上

処
方
さ
れ
た
時
月
１
回
を
限

度
に
、
特
定
疾
患
処
方
管
理

加
算
１
は
主
病
の
薬
が
27
日

以
下
ま
た
は
主
病
以
外
の
薬

が
処
方
さ
れ
た
時
月
２
回
を

限
度
に
算
定
し
ま
す
。
同
一

月
に
併
算
定
は
出
来
な
い
の

で
、
ど
ち
ら
も
当
て
は
ま
る

場
合
は
特
定
疾
患
処
方
管
理

加
算
２
を
算
定
し
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
加
算
は
初
診

の
患
者
様
で
も
主
病
に
特
定

疾
患
が
あ
れ
ば
薬
の
処
方
日

数
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
か
を
算

定
し
ま
す
。

　

な
に
か
分
か
ら
な
い
事
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
受
付
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

食
育
実
践
の
環
（
わ
）
を
広

げ
よ
う

　
「
食
育
」
と
は
、
様
々
な
経

験
を
通
じ
て
、「
食
」
に
関

す
る
知
識
と
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を

身
に
付
け
、
健
全
な
食
生
活

を
実
践
で
き
る
力
を
育
む
こ

と
で
す
。
食
べ
る
こ
と
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
続
く
基
本
的

な
営
み
で
す
か
ら
、
子
ど
も

は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
も
「
食
育
」
は
重
要

で
す
。
健
康
的
な
食
の
あ
り

方
を
考
え
る
と
と
も
に
、
だ

れ
か
と
一
緒
に
食
事
や
料
理

を
し
た
り
、
食
べ
物
の
収
穫

を
体
験
し
た
り
、
季
節
や
地

域
の
料
理
を
味
わ
っ
た
り
す

る
な
ど
、食
育
を
通
じ
た
「
実

践
の
環
（
わ
）」
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。

　

食
育
は
、
生
き
る
上
で
の

基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
・
徳

育
・
体
育
の
基
礎
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
様
々

な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に

関
す
る
知
識
と
「
食
」
を
選

択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全

な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
力

を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
　
　　食生活改善推進員コーナー 　８月 31日は野菜の日

　

野
菜
を
知
っ
て
ほ
し
い
、

野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
ほ

し
い
と
い
う
想
い
か
ら
野
菜

の
日
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
種
子
島
郷
土
料

理
集
う
ん
ま
か
え
に
も
掲
載

し
て
い
る
野
菜
が
た
っ
ぷ
り

入
っ
た
落
花
生
の
五
目
煮
を

紹
介
し
ま
す
。

　

種
子
島
の
落
花
生
の
旬

は
、
８
月
～
９
月
で
殻
の

つ
い
た
も
の
を
落
花
生
、
渋

皮
の
つ
い
た
も
の
を
な
ん
き

ん
ま
め
、
取
り
除
い
た
も
の

を
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と
呼
び
ま

す
。
乾
燥
品
は
湿
気
を
避
け
、

密
閉
容
器
に
入
れ
て
冷
暗
所

で
保
存
し
、
生
は
ゆ
で
て
冷

凍
保
存
し
ま
す
。
栄
養
面
で

は
、
代
謝
を
促
す
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
や
パ
ン
ト
テ
ン
酸
が
豊

富
で
す
。
栄
養
価
が
高
い
食

品
で
す
が
、
脂
質
が
多
く
、

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
、
食

べ
過
ぎ
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。

①
落
花
生
の
む
き
身
を
一
晩

（
12
時
間
）
水
に
つ
け
て
お

く
。

②
１
の
落
花
生
を
１
時
間
煮

る
。（
圧
力
鍋
で
煮
る
と
約

15
分
で
で
き
る
）

③
人
参
、ご
ぼ
う
、こ
ん
に
ゃ

く
、
昆
布
は
１
㎝
角
に
切
る
。

（
ご
ぼ
う
は
水
に
入
れ
あ
く

抜
き
し
て
お
く
）

④
落
花
生
が
煮
え
た
ら
、
煮

汁
は
捨
て
、
分
量
の
水
を
入

れ
て
３
の
材
料
と
か
つ
お
節

を
入
れ
て
煮
る
。

⑤
煮
立
っ
た
ら
、
調
味
料
を

入
れ
て
、
弱
火
で
20
か
ら
40

分
く
ら
い
煮
詰
め
る
。

落花生の五目煮 (2 名分 )
乾燥落花生 75g 砂糖 25g
こんにゃく 75g 酒 8g
ごぼう 25g 濃口醤油 18g
人参 40g 塩 0.5g
昆布 10g みりん 18g
かつお節 8g 水 300㏄
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地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
(㉗ 1223（直通）

　生活支援体制整備事業が始まっています !!
　地域のみんなの力を集結するための取り組み

（協議体とコーディネーター）
　地域における助け合い活動を、「地域の視点（住
民を中心とした様々な活動者）で広げてみよう！」
という取り組みです。
■協議体　
　地域の様々な活動者がメンバーとなり、自分達
の地域をより良くしていくために情報交換・働き
かけをする場。

（例えば）①町内会・自治会②地域住民など③介護
事業所など④商工会・民間企業⑤民生・児童委員⑥
ＮＰＯボランティア⑦老人クラブ⑧行政・社協⑨そ
の他必要な団体⑩地域包括支援センター　など
※協議体のメンバーは地域によって変わります。
また、課題や内容によってメンバーの追加・変更
も可能です。
■生活支援コーディネーター
　協議体と協力しながら、地域の様々な活動をつ
くる・つなぐ・組み合わせる調整役。
■なぜ必要？
　超高齢化社会を支えるため。

■笑顔あふれる中種子町の町づくり体制
　　　　  　連携

　　　　　  ➡
　　　　　  ⬅

●第１層
①課題抽出や資源の充実
②２層の支援
③担い手づくり・仕組みづくりの支援
●第２層
①地域ならではの支え合いの仕組みづくり
②地域内の連絡調整　など

【第１層コーディネーター久木原美紀】
　私に「ふれあい交流の場」や「支え
合い活動」「見守り支援」など地域自慢の「活動」
を教えて下さい！
　地域の宝が将来の “ 笑顔あふれる中種子町 ” の
ヒントになります。

「
こ
う
の
と
り
」
７
号
機
打
ち
上
げ
日
決

定
！

　

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ
う
の

と
り
」
を
搭
載
し
た
Ｈ-

Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト

７
号
機
の
打
ち
上
げ
予
定
日
が
２
０
１
８

年
９
月
11
日
（
火
）、
打
ち
上
げ
予
定
時

間
帯
が
７
時
32
分
頃
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
こ
う
の
と
り
」７
号
機
は
、過
去
最
大・

最
重
量
・
最
多
の
大
型
与
圧
カ
ー
ゴ
輸

送
を
行
い
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
利
用
・
運
用
の
維

持
・
拡
大
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

小
型
回
収
カ
プ
セ
ル
の
実
験
機
を
搭
載

し
、
サ
ン
プ
ル
回
収
技
術
の
実
証
実
験

を
行
う
予
定
で
す
。

は
や
ぶ
さ
２
リ
ュ
ウ
グ
ウ
到
着
！

　

２
０
１
８
年
６
月
27
日
（
水
）
午
後
９

時
35
分
（
日
本
標
準
時
）、「
は
や
ぶ
さ
２
」

が
目
的
の
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
に
到
着
し

ま
し
た
。

 　
２
０
１
４
年
12
月
３
日
に
種
子
島
宇

宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
て
か
ら

１
３
０
２
日
目
の
到
着
で
す
。

　

イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
運
用
が
終
わ
っ
た

２
０
１
８
年
６
月
３
日
か
ら
、
小
惑
星
接

近
誘
導
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
光
学
電

波
複
合
航
法
に
よ
り
、
正
確
に
小
惑
星

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
途
中
、
探
査

機
の
速
度
制
御
の
た
め
の
光
学
エ
ン
ジ
ン

（
ス
ラ
ス
タ
）
の
噴
射
を
９
回
行
い
ま
し

た
が
、
第
10
回
目
の
噴
射
を
上
記
の
時

刻
に
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
リ
ュ
ウ

グ
ウ
に
対
す
る
相
対
速
度
が
１
㎝/

ｓ
以

下
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
到
着
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
は
や
ぶ
さ
２
」
は
、
こ
れ
か
ら
し
ば

ら
く
の
間
は
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
近
く
に
留
ま

り
、
観
測
し
た
り
、
ラ
ン
ダ
ー・ロ
ー
バ
ー

を
降
ろ
し
た
り
、
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
し
た

り
イ
ン
パ
ク
タ
の
実
験
を
行
っ
た
り
し
ま

す
。

宇
宙
科
学
技
術
館
イ
ベ
ン
ト

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
夏
休
み
期

間
中
に
左
記
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
で

す
。

◆
天
体
観
察
会

　

８
月
10
日(

金)

◆
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

　

８
月
７
日(

火)

～
10
日(

金)

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
宇
宙
科
学

技
術
館(

26-

９
２
４
４)

ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

増
田
宇
宙
通
信
所
施
設
一
般
公
開

　

８
月
25
日(

土)

に
増
田
宇
宙
通
信
所

で
施
設
一
般
公
開
を
開
催
し
ま
す
。

◆
開
催
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

◆
開
催
内
容

・
宇
宙
服
の
試
着
体
験

・工
作
（
宇
宙
う
ち
わ
＆
地
球
の
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
）　

な
ど

　

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
増
田
宇

宙
通
信
所
（
27-

１
９
９
０
）
ま
で
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　(㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

第１層
協議体

（町全域）

第２層協議体
〈日常生活圏域（３圏域）〉

星原
納官
増田

野間
油久
南界
岩岡
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戸 籍 の 窓
平成 30 年 6 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

6/1 中原　颯
そう

優
ま

愼次朗・友紀 畠　田

6/7 磯端　悠
ゆう

吾
ご

孝・千鶴 本　村

6/8 永浜　祐
ゆう

真
ま

祐樹・久美 阿高磯

女の子 名前 両親 集落

6/8 平山　茉
ま

波
な

裕明・亜希子 古　房

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

6/1 藤川　ヨシヱ 宝　来 99 歳

6/6 田中　操 浜津脇 82 歳

6/8 宮岡　葉子 田　島 85 歳

6/12 平山　治三郎 町山崎 89 歳

6/13 東郷　正輝 旭　町 78 歳

6/16 永濱　幸次郎 旭　町 79 歳

6/17 野角　勲 上　方 79 歳

6/17 梶原　アヤ 南界園 98 歳

6/19 村田　美佐子 伏之前 87 歳

6/20 日髙　昭男 向　町 80 歳

6/23 有馬　トヨ 南界園 94 歳

6/26 橋本　照美 横　町 69 歳

6/26 山根　セツ子 満足山 82 歳

6/29 藤田　健太郎 美　座 71 歳

婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
田中　説子　( 浜津脇 )　有馬　秀則　( 西之山 )
野角ヒサエ　( 上　方 )　山根　定之　( 満足山 )
日髙トキヨ　( 向　町 )　橋本　徹　　( 横　町 )
梶原　正洋　( 平　鍋 )

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,040 人 ( -16) 出生 4 人

男　性 3,829 人 (   -9) 死亡 15 人

女　性 4,211 人 (   -7) 転入 11 人

世帯数 4,289 戸 (   -8) 転出 16 人

※（　）は前月との比較（6 月末現在）

火事・救急

火事・救急 ( 町内）　6 月中

火　事 1 件 うち建物 0 件

救　急 27 件 うち急病 19 件

交通事故

交 通 事 故 町内 島内

発生件数 3 件 ( -1) 13 件 ( -14)

死 者 数 0 件 ( 0) 0 件  ( 0)

負傷者数 3 件 ( -2) 13 件 ( -18)

※平成 30 年 6 月、(　) は前年同時期比較

■亥年生まれの方集まれ！
　2019 年広報なかたね１月号に亥年生まれの方の
写真を掲載します。掲載ご希望の方はご連絡くださ
い。（対象の小学生は、後日学校の方へ撮影に行き
ます。）年々広報誌への写真掲載を希望する方が少
なく困っています。ご協力をよろしくお願いします。
■対象　町内に住所を有する亥年生まれの方
◎お問い合わせ先　
役場企画課広報係㉗ 1111 内線 303
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「なかたねお知らせ版」　8月 1日～ 31日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

2（木）ぽかぽか教室 13:00~

10（金）母子手帳交付 13:00~

16（木）乳幼児健診

20（月）献血

22（水）
・献血
・マタニティー教室（お産・母乳）
種子島産婦人科医院 13:00~

24（金）母子手帳交付 13:00~

乳幼児健診
保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

３～５か月児 09:00~09:15 H30. 3.21　～　H30. 5.15 

もうすぐ 1 歳児 9:30~ 9:45 H29. 8.11　～　H29. 9.15

２ 歳 児 12:45~13:00 H28. 7.19　～　H28. 8.15

５ 歳 児 12:45~13:00 H25. 5.17　～　H25. 8.15

予防接種　
接種場所は各医療機関となります。

接種種類 接種期間 接種可能対象者

MR 混 合
１ 　 期

7 月 30 日～８月４日
生後 12 ヶ月～ 24 ヶ月

MR 混 合
２ 　 期 H24.4.2 ～ H25.4.1

水 痘
8 月   6 日～ 8 月 11 日
8 月 27 日～ 9 月  １日

生後 12 ヶ月～ 36 ヶ月

四種混合 8 月 13 日～ 8 月 18 日 生後  3 か月～ 90 ヶ月

日本脳炎
１ 　 期 8 月 20 日～ 8 月 25 日

H25.4.2 ～ H27.4.1

日本脳炎
２ 　 期 H20.4.2 ～ H21.4.1

成人用肺
炎 球 菌 4 月   1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

※今回ご案内していない接種可能対象者で、接種を希
望される方は、保健センターへお問い合わせください。

行事・イベントなど
日 行　事

4（土）よいらーいき祭り

7（火）
～ 9（木）

第 3 回チャレンジ・キッズ
「宿泊体験」

7（火）
～ 10（金）

第 11 回全国離島交流中学生野球大会
【島内】

9（木）
種子島こりーな自主文化事業「サンクト
ペテルブルグ国立サーカス公演」

12（日）子ども体験活動「ウミガメ放流体験」

18（土）
～ 20（月）青少年さつま交流事業（さつま町訪問）

22（水）
種子島こりーなシネマクラブ映画上映会
アニメ映画「忍たま乱太郎」14:00~

25（土）
おはなし会
10:30~【中央公民館図書室】

包括支援センター　介護予防事業
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館

公立種子島病院（㉖ 1230）
各科 診察日

眼 科 6（月）、7（火）、20（月）、21（火）

耳鼻咽
喉 科 9（木）、23（木）

整 形
外 科 毎週火曜日

消化器
外 科 毎週月曜日（午後）、火曜日、水曜日（午前）

小 児
外 来 毎週火曜日（午後）、木曜日（午後）

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

5（日） 公立種子島病院 ㉖ 1230

11（土） 種子島医療センター ㉒ 0960

12（日） 中種子クリニック ㉗ 3222

14（火） 百合砂診療所 ㉘ 3901

15（水） 種子島医療センター ㉒ 0960

19（日） 田上診療所 ㉗ 0325

26（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

子育て支援センターおひさま（保育所内）
未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場　所

24（金） 幼児学級（１～４歳児）
水あそび 保健センター

28（火） 赤ちゃん教室（１歳未満）
水あそび 保健センター

中央保育所園庭開放日
第 2・第 4 月曜日　10:00 ～ 11:30

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご了承ください。
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島の四季彩
ツルムラサキ（ツルムラサキ科）

【漢字表記】蔓紫
【別名】バセラ ( 学名の属名 )
【分布】熱帯アジア
【生育地】

　　十分な日照があり、高温多
湿で排水良好な場所
 和名の由来は、果実が熟すと黒
紫色となり、紫色の汁液を含ん
でいるところからと言われてい
ます。夏の暑い盛り、葉物野菜
が少ないこの季節、盛んに繁茂
し、夏場の野菜としては大変ポ
ピュラーなものになりました。
日本での野菜としての利用の歴
史は比較的新しく、江戸時代に
渡来し、長い期間観賞用として
甘んじる存在でした。あくが多
く、独特の青臭さがありますが、
β - カロテン、ビタミン C( オラ
ンダイチゴと同程度 )、カルシウ
ム ( 牛乳より多く、ホウレンソ
ウの約３倍 ) を豊富に含んでい
ます。また、ヌルヌルの成分の
ひとつはムチンで、胃の粘膜を
保護し、免疫機能を高め、疲労
回復に有効です。茹でるよりも
油で炒めた方がβ - カロテンの
吸収は良くなります。

【写真・資料提供】香月茂樹さん
（元薬草試験場長）

屋久島→種子島
7:00 7:50

10:00 10:50
12:00 12:50
16:00 16:50

種子島→屋久島
9:40 10:30

10:55 11:45
12:10 13:05
17:40 18:30

■　夏　ダ　イ　ヤ　■
平成 30 年 3 月 10 日～平成 30 年 9 月 17 日

鹿児島→種子島
7:30 9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
9:10 10:45

10:20 11:55
13:00 14:35
16:00 17:35
17:00 18:35

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
15:00 16:05

種子島→鹿児島
7:00 8:35
8:00 9:35

9:40 宮之浦 12:35
11:05 12:45
13:05 14:40

15:00 指宿 16:55
17:05 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房発着
◎は 4 月 28 日（土）～ 5 月 6 日（日）

8 月 4 日（土）～ 8 月 19 日（日）の期間のみ運航

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

◎

◎

◎

◎

　サポーター養成講座開講
　障害のある子どもでも生き生きと暮らせる種子島にするため、地域に支
援の裾野を広げようと、島内の医療、福祉、保
健、教育に関わる人々が、有志団体「種子島四
葉の会」を立ち上げました。第一弾の活動とし
て、発達障害の子どもを支える地域サポーター
の養成講座をこのほどスタートさせました。


